
【ダンス】

１ 運動の特性

（１）一般的な特性

○機能的な特性

〈共通〉 ・心と体を解き放し，リズムやイメージの世界に没頭して踊るところに楽しさや

喜びを味わうことのできる運動である。

・他との違いを個性としてとらえ，お互いの良さを認め合うことのできる運動で

ある。

・仲間と関わって踊ることで，心の交流ができる運動である。

〈創作ダンス〉 ・多様なテーマから表したいイメージをとらえ，動きに変化を付けて即興的に表

現するところに，楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。

〈フォークダンス〉 ・踊り方の特徴をとらえ，音楽にあわせて特徴的なステップや動きを組み合わせ

たり，みんなで踊って交流したりすることが楽しい運動である。

〈現代的な ・リズムの特徴をとらえ，動きに変化をつけて，リズムに乗って全身で自由に弾

リズムダンス〉 んで踊ることが楽しい運動である。

○構造的特性

〈共通〉 ・仲間とのコミュニケーションが必要な運動である。

・自分のイメージや感じたことを自由に表現する探求型の運動である。

〈創作ダンス〉 ・動きをデフォルメしたり，メリハリをつけて即興的に表現するなど，簡単な作

品創作を行う運動である。（＊動きを大げさに誇張して表現する。）

〈フォークダンス〉 ・それぞれの踊りを通して異文化，自文化を体験することができる運動である。

〈現代的な ・リズムの特徴をとらえ，変化のある動きを組み合わせ，リズムに乗って全身で

リズムダンス〉 踊ることができる運動である。

○効果的特性

〈共通〉 ・自分の感じたことを表現したり，リズムに乗って全身で踊ることにより調整力

や持久力を高めることのできる運動である。

〈創作ダンス〉 ・仲間の良さを認め一緒に踊ることにより，コミュニケーション能力を養うこと

ができる運動である。

〈フォークダンス〉 ・仲間と踊って交流しながら，日本や国外の風土や風習，歴史などを学ぶことが

できる運動である。

〈現代的な ・仲間と関わりながら全身で踊ることにより，調整力，筋力，筋持久力，柔軟性，

リズムダンス〉 瞬発力を養うことができる運動である。

（２）中学生からみた特性

〈共通〉 ・リズムに乗って仲間と一緒に全身で踊る時に楽しさを感じる。

・自分のイメージや思いを，仲間と即興的に表現する時に楽しさを感じる。

・踊ってみたいと思う反面，恥ずかしさから自分を解放することが難しい。

・かっこいいステップに憧れるが，容易にはできず諦めてしまうことが多い。

〈創作ダンス〉 ・イメージした動きを即興的に表現し，仲間と見合って楽しむことができる。

・イメージをとらえ即興的に表現することは，苦手意識から個人差が出やすい。

〈フォークダンス〉 ・特徴のあるステップやフォーメーションに興味を持って踊ることができる。

・複数のステップのつなぎ方や男女のパートナーを組むことが難しい。

〈現代的な ・リズムの特徴をとらえ，自由に踊ることができる。

リズムダンス〉 ・簡単なリズムのくり返しをし，楽しく踊ることができる。

・苦手意識や恥ずかしさから，リズムに乗ることが難しい。
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２ 学習のねらい

〈創作ダンス〉
○技能
［第１学年及び２学年］

多様なテーマから表したいイメージをとらえ，動きに変化を付けて即興的に表現したり，変化のある
ひとまとまりの表現にしたりして踊ることができるようにする。

「多様なテーマから表したいイメージをとらえ」とは，
日常的な動きや心象（意識の中に思い浮かべたもの）などの多様なテーマから，自らが表現したい

イメージをとらえることである。
「動きに変化を付けて即興的に表現する」とは，

動きを誇張したり，変化をつけたりして，ひと流れの動きにして表現することや，思いつくままに
とらえたイメージをすぐに動きにかえて表現することである。
「変化のあるひとまとまりの表現にして踊る」とは，

表したいイメージを変化と起伏（盛り上がり）のある「はじめ－なか－おわり」のひとまとまりの
構成で表現して踊ることである。

［第３学年］
表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ，個や群で，緩急強弱のある動きや空間の使い方で変
化を付けて即興的に表現したり，簡単な作品にまとめたりして踊ることができるようにする。

「表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ」とは，
多様なテーマから，表現にふさわしいテーマを選んで，見る人に伝わりやすいように，イメージを

端的にとらえることである。
「個や群での動き」とは，

即興的に表現したり作品にまとめたりする際のグループにおける個人や集団の動きを示している。
「緩急強弱のある動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表現する」とは，

緩急（時間的要素）や強弱（力の要素）の動きの変化を付けたり，列・円などの空間の使い方で，
思いつくままにとらえたイメージをすぐに動きにかえたりして表現することである。
「簡単な作品にまとめて踊る」とは，

即興的な表現から，表したいテーマにふさわしいイメージを一層深めて，変化や起伏のある「はじ
め－なか－おわり」の構成で表現して踊ることである。

〈フォークダンス〉
○技能
［第１学年及び２学年］

踊り方の特徴をとらえ，音楽に合わせて特徴的なステップや動きで踊ることができるようにする。

「踊り方の特徴をとらえる」とは，
日本の民謡では，地域に伝承されてきた民謡や代表的な民謡を取り上げ，その特徴（手，足，腰の

動き，小道具を操作する動き，輪踊り，男踊り，女踊り，歌やかけ声を伴った踊りなど）をとらえる
ことである。
外国のフォークダンスでは，代表的な曲目を選んで，踊り方（ステップ，動き，隊形，組み方など）

の難易度を考慮し，様々な国や地域の踊りを取り上げ，その特徴をとらえることである。
「音楽に合わせて特徴的なステップや動きで踊る」とは，

音楽に合わせて，日本の民謡に見られる特徴的な足どりや手振りの動きや，外国のフォークダンス
での軽快なステップなどで踊ることを示している。

［第３学年］
踊り方の特徴をとらえ，音楽に合わせて特徴的なステップや動きと組み方で踊ることができるように
する。

「踊り方の特徴をとらえる」とは，
ステップや動き方，音楽，小道具，地域などの踊りに見られる特有の動きなどの異なった特徴をと

らえることである。
「特徴的なステップや動きと組み方」とは，

躍動的な動きや手振りの動きを強調する日本の民謡などの特徴的な動き，外国のフォークダンスで
のパートナーとのステップや動きと組み方（オープン・ポジション，クローズド・ポジション）のこ
とである。
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〈現代的なリズムダンス〉
○技能
［第１学年及び２学年］

リズムの特徴をとらえ，変化のある動きを組み合わせて，リズムに乗って全身で踊ることができるよ
うにする。

「リズムの特徴をとらえ」とは，
ロック … シンプルなビートを強調することを示している。
ヒップホップ … １拍ごとにアクセントのある細分化されたビートを強調することを示している。

「変化のある動きを組み合わせて」とは，
手拍子，足拍子，スキップ，片足とび，両足とび，蹴る，歩く，走る，ねじる，回る，転がる，振

る，曲げるなどの動きを素早く動いてみたり，止まったりすることを組み合わせて踊ることである。
「リズムに乗って全身で踊る」とは，

ロックの弾みやヒップホップの縦のりの動き（体全体を上下に動かしてリズムをとる動き）の特徴
をとらえ，体の各部位でリズムをとったり，体幹部を中心にリズムに乗ったりして，全身で自由に弾
みながら踊ることである。

［第３学年］
リズムの特徴をとらえ，変化とまとまりを付けてリズムに乗って全身で踊ることができるようにする。

「変化とまとまりを付けて」とは，
短い動きを繰り返す，対立する動きを組み合わせる，ダイナミックなアクセントを加えるなどの変

化や，個と群の動きを強調してまとまりを付けることである。
「リズムに乗って全身で踊る」とは，

体幹部でリズムをとって全身で自由に弾んで踊ることを発展させ，体の各部位の動きをずらしたり
連動させたりして踊ることや，ダイナミックなアクセントを加えたり違うリズムを取り入れたりして，
変化を付けて連続して踊ることである。

〈領域共通〉
○態度
［第１学年及び２学年］

ダンスに積極的に取り組むとともに，よさを認め合おうとすること，分担した役割を果たそうとする
ことなどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。

「よさを認め合おうとする」とは，
仲間のよいアイデアや表現に声をかけるなど，互いの個性や表現を認め合って，だれとでも踊りに

楽しく取り組めるようにすることを示している。
「分担した役割を果たそうとする」とは，

練習などを行う際に，音響や小道具などの用具の準備や片付けなどの分担した役割に積極的に取り
組もうとすることを示している。
「～など」の例には，

仲間の学習を援助しようとすることがある。これは，練習の際に，仲間の動きの手助けをしたり，
学習課題の解決に向けて仲間に助言したりしようとすることなどを示している。
「健康・安全に気を配る」とは，

体調の変化などに気を配ること，用具や練習場所などの自己や仲間の安全に留意することが大切で
あることを示している。

［第３学年］
ダンスに自主的に取り組むとともに，互いの違いやよさを認め合おうとすること，自己の責任を果た
そうとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。

「互いの違いやよさを認め合おうとする」とは，
表現方法の違いにかかわらず，仲間の良いアイデアや表現に賞賛するなど，客観的な立場から，自

己と他者との違いを認め，そのよさを認め合おうとすることを示している。
「自己の責任を果たそうとする」とは，

練習や交流会の運営などの仲間と合意した役割に，責任をもって自主的に取り組もうとすることを
示している。
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「～など」の例には，

互いに助け合い教え合おうとすることがある。これは，練習や動きを見せ合う発表などの際に，仲

間の動きをよく見たり，互いに課題を伝え合ったりしながら取り組もうとすることを示している。

「健康・安全を確保する」とは，

踊りの用具を目的に応じて使用したり，気温が高い時は適度な水分補給や休息を取るなど必要に応

じて安全対策を講じたりすることなどを通して，健康を維持したり自己や仲間の安全を保持したりす

ることを示している。

〈領域共通〉
○知識，思考・判断

［第１学年及び２学年］

ダンスの特性，踊りの由来と表現の仕方，関連して高まる体力などを理解し，課題に応じた運動の取

り組み方を工夫できるようにする。

「ダンスの特性」では，

仲間とともに感じを込めて踊ったり，イメージをとらえて自己を表現することに楽しさや喜びを味

わうことのできる運動であること，他者とのコミュニケーションを豊かにすることを重視する身体表

現であることを理解できるようにする。

「踊りの由来」では

踊りは民族ごとの生活習慣や心情が反映されていることや，様々な文化の影響を受け発展してきた

ことなどを理解できるようにする。

「表現の仕方」では，

表したいイメージをひと流れの動きにして表現する，伝承されてきた踊りの特徴をとらえて踊る，

軽快なリズムに乗って全身で弾みながら自由に踊るなどの身体を使った表現の仕方があることを理解

できるようにする。
「関連して高まる体力」では，

ダンスはリズミカルな全身運動であることから，その動きに関連した体力が高まることを理解でき

るようにする。

「課題に応じた運動の取り組み方を工夫する」とは，

活動の仕方，組み合わせ方，安全上の留意点などの学習した内容を，学習場面に適用したり，応用

したりすることを示している。

［第３学年］

ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の仕方，体力の高め方，交流や発表の仕方などを理解し，自

己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

「ダンスの名称や用語」では，

ダンスで用いれられる身体運動や作品創作に用いれられる名称や用語を理解できるようにする。

「踊りの特徴と表現の仕方」では，

創作ダンスでは，テーマや題材からイメージを自由にとらえて仲間とともに表現し合って踊ること，

フォークダンスでは，伝承された踊りを仲間とともに動きを合わせて踊ること，現在的なリズムのダ
ンスでは，現代的なリズムに乗って自由に仲間とともに関わり合って踊ることを理解できるようにす

る。

「体力の高め方」では，

様々な動きと関連させた柔軟運動やリズミカルな全身運動をすることで，結果として体力を高める

ことができることを理解できるようにする。

「交流の仕方」では，

簡単な作品を見せ合うこと，発表会やダンスパーティなどがあること，見る人も拍手をしたりリズ

ムをとるなどしたりして交流し合う方法があることを理解できるようにする。

「～など」の例には，

運動観察の方法があり，自己の動きや仲間の動き方を分析するには，自己観察や他者観察などの方

法があることを理解できるようにする。

「自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫する」とは，

これまでに学習した内容を，自己の課題に応じて，学習場面に適応したり，応用したりすることを

示している。
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表現・創作ダンスの題材・テーマと動きの例

小学校５・６年 中学校１・２年 中学校３年

題材・テーマ ・激しい感じの題 ・身近な生活や日常動作 ・身近な生活や日常動作
材 ・対極の動きの連続 ・対極の動きの連続

・群（集団）が生 ・多様な感じ ・多様な感じ
きる題材 ・群の動き ・群の動き

・いろいろな題材 ・ものを使う ・ものを使う
・はこびとストーリー

即興的な表現 ・題材の特徴をと ・多様なテーマからイメージをと ・表したいテーマにふさわし

（ひと流れの動 らえる らえる いイメージをとらえる

きで表現） ・変化を付けたひ ・イメージを即興的に表現する ・変化を付けたひと流れの動
と流れの動きで ・変化を付けたひと流れの動きで きで即興的に表現する
即興的に表現す 表現する ・主要場面を中心に表現する
る ・動きを誇張したり繰り返したり ・個や群で，緩急強弱のある

して表現する 動きや空間の使い方で変化
を付けて表現する

簡単な作品創作 ・「はじめ－なか ・変化と起伏のある「はじめ－な ・表したいイメージを一層深

（ひと流れの動 －おわり」の簡 か－おわり」のひとまとまりの めて表現する

きで表現） 単なひとまとま 動きで表現する ・変化と起伏のある「はじめ
りの動きで表現 －なか－おわり」の簡単な
する 作品に表現して踊る

発表の様子 ・感じを込めて踊 ・動きを見せ合って発表する ・躍り込んで仕上げて発表す
る る

リズムダンス・現代的なリズムのダンスのリズムと動きの例

小学校３・４年 中学校１・２年 中学校３年

リズムに乗って ・軽快なリズムに ・ロックやヒップホップのリズム ・リズムに乗って体幹部を中
全身で自由に踊 乗って全身で踊 に乗って全身で自由に弾んで踊 心に全身で自由に弾んで踊
る る る る

・ロックやサンバ ・ロックやヒップホップのリズム ・ロックやヒップホップのリ
のリズムの特徴 の特徴をとらえて踊る ズムの特徴をとらえて踊る
をとらえて踊る ・簡単な繰り返しのリズムで踊る ・仲間と関わり合って踊る

・友だちと自由に
かかわり合って
踊る

まとまりを付け ・変化を付けて続 ・リズムに変化を付けて踊る ・踊りたいリズムや音楽の特
て踊る けて踊る ・仲間と動きを合わせたりずらし 徴をとらえて踊る

・友だちと調子を たりしてリズムに乗って踊る ・変化とまとまりを付けて連
合わせて踊る ・変化のある動きを組み合わせて 続して踊る

続けて踊る

発表や交流 ・発表や交流をす ・動きを見せ合って交流する ・簡単なまとまりを付けて発
る 表し見せ合う

フォークダンスの曲目の例

小学校５・６年 中学校１・２年 中学校３年

日本の民謡 ・ソーラン節 ・花笠音頭 ・春駒 ・よさこい節
・エイサー ・炭坑節 ・鹿児島おはら節 ・越中おわら節

外国のフォーク ・マイム・マイム ・オクラホマ・ミクサー（アメリ ・パティケーク・ポルカ（ア
ダンス （イスラエル） カ） メリカ）

・コロブチカ（ロ ・ドードレブスカ・ポルカ（旧チ ・ヒンキー・ディンキー・パ
シア） ェコスロバキア） ーリ・ブー（アメリカ）

・グスタフス・ス ・バージニア・リール（アメリカ） ・ハーモニカ（イスラエル）
コール（スウェ ・オスローワルツ（イギリス）
ーデン
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３ 評価規準

［第１学年及び第２学年］

【内容のまとまりごとの評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

ダンスの楽しさや喜びを ダンスを豊かに実践する ダンスの特徴に応じて， ダンスの特徴，踊りの

味わうことができるよ ために学習課題に応じた 交流ができるよう，イ 由来と表現の仕方，関

う，よさを認め合おうと 運動の取り組み方を工夫 メージをとらえた表現 連して高まる体力など

すること，分担した役割 している。 や踊りをするための動 を理解している。

を果たそうとすることな きを身に付けている。

どや，健康・安全に留意

して，学習に積極的に取

り組もうとしている。

【単元の評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

・ダンスの学習に積極的 ・自分の興味や関心に合 ・創作ダンスでは，多 ・ダンスの特徴につい

に取り組もうとしてい ったテーマや踊りを設 様なテーマから表し て，学習した具体例

る。 定している。 たいイメージをとら を挙げている。

・よさを認め合おうとし ・課題に応じた練習方法 え，動きに変化を付 ・踊りの由来について，

ている。 を選んでいる。 けて即興的に表現し 学習した具体例を挙

・分担した役割を果たそ ・発表の場面で，仲間の たり，変化のあるひ げている。

うとしている。 よい動きや表現などを とまとまりの表現に ・表現の仕方について，

・仲間の学習を援助しよ 指摘している。 したりして踊るため 学習した具体例を挙

うとしている。 ・学習した安全上の留意 の動きができる。 げている。

・健康・安全に留意して 点を仲間と学習する場 ・フォークダンスでは， ・ダンスに関連して高

いる。 面に当てはめている。 踊り方の特徴をとら まる体力について，

え，音楽に合わせて 学習した具体例を挙

特徴的なステップや げている。

動きで踊るための動

きができる。

・現代的なリズムのダ

ンスでは，リズムの

特徴をとらえ，変化

のある動きを組み合

わせて，リズムに乗

って全身で踊るため

の動きができる。
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【「創作ダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①創作ダンスに興味関心 ①基本の動きを，さらに ①イメージにふさわし ①創作ダンスの特性や

を持ち，積極的に学習 広げることができるよ い動きを即興的に表 関連して高まる体力

しようとしている。 う工夫している。 現することができる。 について，学習した

（行動観察・学習カード）（技能観察・学習カード） （技能観察） 具体例を挙げている。
②仲間と関わりながら， ②空間・リズム・身体・ ②イメージをとらえて （行動観察・発言）

表現する楽しさを味わ 相手との関係を変化さ 感じを込めて踊るこ ②学習の進め方ついて，

おうとしている。 せるなど，動きを工夫 とができる。 言ったり，書き出し

（行動観察） している。 （技能観察） たりしている。

③仲間のよいアイデアや （行動観察・学習カード） ③相手の動きに対応し （行動観察・学習カード）

動きなどを認めようと ③見せ合いや発表で，仲 て，動きを合わせた ③表現方法，発表の仕

している。 間の良いところを見付 り，調子を合わせた 方や鑑賞の仕方につ

（行動観察・発言） けて指摘している。 り，対立させたり等， いて，言ったり書き

④練習や発表のなかで， （行動観察・発言） 仲間との関わりを持 出したりしている。

自己の役割を果たそう ④イメージにふさわしい って踊ることができ （行動観察・学習カード）

としている。 動きを見付けている。 る。 （技能観察） ④ダンスの楽しさや魅

（行動観察） （技能観察） ④イメージにふさわし 力について，言った

⑤活動場所に気を配った い動きを連続して「は り書き出したりして

り，用具を大切に扱っ じめ・おわり」を工 いる。

たりして安全に留意し 夫し，ひと流れの動 （行動観察・学習カード）

ている。 （行動観察） きで踊ることができ
る。 （技能観察）

【「フォークダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①フォークダンスに興味 ①特徴的なステップを身 ①音楽に合わせて，踊 ①フォークダンスの特

関心を持ち，積極的に に付けるための課題を り方の特徴をとらえ 性や関連して高まる

学習しようとしている。 見付けている。 て踊ることができる。 体力について，言っ

（行動観察・学習カード）（行動観察・学習カード） （技能観察） たり書き出したりし

②仲間と関わりながら， ②それぞれの課題に応じ ②力強い踊り，優雅な ている。

曲の特徴をとらえて楽 た練習方法を選んでい 踊りなど，特徴的な （行動観察・学習カード）

しく踊ろうとしている。 る。 ステップや動きで踊 ②学習の進め方につい

（行動観察） （行動観察・学習カード） ることができる。 て，言ったり書き出

③仲間のよいアイデアや ③交流の場面で，仲間の （技能観察） したりしている。

動きなどを認めようと 良い動きを指摘してい ③踊りの背景を理解し， （行動観察・学習カード）

している。 る。 感じを込めて踊った ③学習した踊りの特徴

（行動観察・発言） （行動観察・発言） り，かけ声や，互い や由来などについて

④練習や交流のなかで， に笑顔で踊ることが 挙げている。

自己の役割を果たそう できる。（技能観察） （行動観察・学習カード）

としている。 ④ステップやその名称，

（行動観察） パートナーとの組み

⑤活動場所に気を配った 方などについて，言

り，用具を大切に扱っ ったり書き出したり

たりして安全に留意し している。

ている。（行動観察） （行動観察・学習カード）
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【「現代的なリズムダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①リズムダンスに興味関 ①少人数グループで簡単 ①リズムに乗って体幹 ①リズムダンスの特性

心を持ち，積極的に学 なリズムの乗り方や動 部を中心に全身で踊 や関連して高まる体

習しようとしている。 きを工夫している。 ることができる。 力について，言った

（行動観察・学習カード）（行動観察・学習カード） （技能観察） り書き出したりして

②仲間と関わりながら， ②空間・リズム・身体・ ②曲の雰囲気や，リズ いる。

リズムに乗って全身で 相手との関係を手がか ム・ビートのアクセ （行動観察・学習カード）

踊る楽しさを味わおう りに動きを変化させて ントを意識して踊る ②学習の進め方につい

としている。 いる。 ことができる。 て，言ったり書き出

（行動観察） （技能観察・学習カード） （技能観察） したりしている。

③仲間のよいアイデアや ③見せ合いや発表の場で ③リズムにあったステ （行動観察・学習カード）

動きなどを認めようと 仲間の良いところを見 ップで動きを組み合 ③リズムの特徴やステ

している。 付け，指摘している。 わせて一曲踊ること ップの名称について，

（行動観察・発言） （行動観察・発言） ができる。 言ったり書き出した

④練習や発表のなかで， （技能観察） りしている。

自己の役割を果たそう （行動観察・学習カード）

としている。 ④ステップや名称，パ

（行動観察） ートナーとの組み方

⑤活動場所に気を配った などについて，言っ

り，用具を大切に扱っ たり書き出したりし

たりし安全に留意して ている。

いる。 （行動観察） （行動観察・学習カード）
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［第３学年］

【内容のまとまりごとの評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

ダンスの楽しさや喜びを 生涯にわたってダンスを ダンスの特徴に応じ ダンスの名称や用語，

味わうことができるよ 豊かに実践するための自 て，交流や発表ができ 踊りの特徴と表現の仕

う，互いの違いやよさを 己の課題に応じた運動の るよう，イメージを深 方，体力の高め方，交

認め合おうとすること， 取り組み方を工夫してい めた表現や踊りをする 流や発表の仕方などを

自己の責任を果たそうと る。 ための動きを身に付け 理解している。

することなどや，健康・ ている。

安全を確保して，学習に

自主的に取り組もうとし

ている。

【単元の評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

・ダンスの学習に自主的 ・表したいテーマにふさ ・創作ダンスでは，表 ・ダンスの名称や用語

に取り組もうとしてい わしいイメージを見付 したいテーマにふさ について，学習した

る。 けている。 わしいイメージをと 具体例を挙げている。

・互いの違いやよさを認 ・それぞれのダンスの特 らえ，個や群で，緩 ・踊りの特徴と表現の

め合おうとしている。 徴に合った踊りの構成 急強弱のある動きや 仕方について，学習

・自己の責任を果たそう を見付けている。 空間の使い方で変化 した具体例を挙げて

としている。 ・発表や仲間との交流の を付けて即興的に表 いる。

・互いに助け合い教え合 場面では，互いの違い 現したり，簡単な作 ・ダンスに関連した体

おうとしている。 やよさを指摘している。 品にまとめたりして 力の高め方について，

・健康・安全を確保して ・健康や安全を確保する 踊るための動きがで 学習した具体例を挙

いる。 ために，体調に応じて きる。 げている。

適切な練習方法を選ん ・フォークダンスでは， ・交流や発表の仕方に

でいる。 踊り方の特徴をとら ついて，学習した具

・ダンスを継続して楽し え，音楽に合わせて 体例を挙げている。

むための自己に適した 特徴的なステップや ・運動観察の方法につ

関わり方を見付けて 動きと組み方で踊る いて，理解したこと

る。 ための動きができる。 を言ったり書き出し

・現代的なリズムのダ たりしている。

ンスでは，リズムの

特徴をとらえ，変化

とまとまりを付けて，

リズムに乗って全身

で踊るための動きが

できる。
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【「創作ダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての
関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①創作ダンスに興味関心 ①テーマから思いつくイ ①とらえたイメージを， ①創作ダンスの特性や

を持ち，自主的に学習 メージを膨らませて， 個や群で緩急強弱の 関連して高まる体力

しようとしている。 ひとまとまりになるよ ある動きや空間の使 について，学習した

（行動観察・学習カード） うな動きを見付けてい い方に変化を加え， 具体例を挙げている。

②多様なテーマからイメ る。 即興的に表現するこ （行動観察・発言）

ージをとらえて，ダン （技能観察・学習カード） とができる。 ②学習の進め方や交流

スを楽しもうとしてい ②テーマに応じたイメー （技能観察） の仕方などについて，

る。 （行動観察） ジをつかんで，動きを ②表したいテーマの主 言ったり書き出した

③仲間の個性やよい動き 構成したり，動きを変 要場面を中心にひと りしている。

などを認めようとして 化させたりしている。 まとまりの表現がで （行動観察・学習カード）

いる。 （技能観察・学習カード） きる。 （技能観察） ③良い動きや発表の仕

（行動観察・発言） ③見せ合いや発表の場面 ③躍り込みをし，一つ 方，鑑賞の仕方につ

④練習や発表会のなかで， では，良いところを感 の作品に仕上げるこ いて，言ったり書き

責任を持って自己の役 じ取って，成果を確か とができる。 出したりしている。

割を果たそうとしてい めている。 （技能観察） （行動観察・学習カード）

る。 （行動観察） （行動観察） ④動きの名称や用語，

⑤活動場所に気を配った ④イメージにふさわしい 踊りの特徴や表現の

り，用具を大切に扱っ 動きに工夫を加え，さ 仕方について，言っ

たりして安全を確保し らに深めようとしてい たり書き出したりし

ている。 （行動観察） る。 ている。

（技能観察・学習カード） （行動観察・学習カード）

【「フォークダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての
関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①フォークダンスに興味 ①自分に合った踊りを選 ①踊り方の特徴をとら ①フォークダンスの特

関心を持ち，自主的に 択してしている。 えて，音楽に合わせ 性や関連して高まる

学習しようしている。 （技能観察・学習カード） て踊ることができる。 体力について，言っ

（行動観察・学習カード） ②難しいステップやフォ （技能観察） たり書き出したりし

②仲間と関わりながら， ーメーションなどを取 ②躍動的な動きや手振 ている。

特徴的なステップで楽 り出して練習をするな り，腰を落とした動 （行動観察・学習カード）

しく踊ろうとしている。 ど，よりよくしようと きなど，特徴をとら ②学習の進め方につい

（行動観察） 練習方法を工夫してい えて踊ることができ て，言ったり書き出

③仲間の個性やよい動き る。 （行動観察） る。 （技能観察） したりしている。

などを認めようとして ③練習や交流会の場面で， ③踊りの背景を踏まえ， （行動観察・学習カード）

いる。 仲間の良いところを感 感じを込めて踊った ③学習した踊りの特徴

（行動観察・発言） じ取って，成果を確か り，パートナーチェ や由来について，い

④練習や交流会のなかで， めている。 ンジをスムーズに行 ったり書き出したり

責任を持って自己の役 （行動観察・発言） ったりして踊ること している。

割を果たそうとしてい ができる。 （行動観察・学習カード）

る。 （行動観察） （技能観察） ④曲想や隊形，パート

⑤活動場所に気を配った ナーとの組み方など

り，用具を大切に扱っ について，言ったり

たりして安全を確保し 書き出したりしてる。

ている。 （行動観察・学習カード）

（行動観察）
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【「現代的なリズムダンス」学習活動に即した評価規準】

運動への 運動についての
運動の技能

運動についての

関心・意欲 ・態度 思考・判断 知識 ・理解

①リズムダンスに興味関 ①ステップや動きに変化 ①リズムの特徴をとら ①リズムダンスの特性

心を持ち，自主的に学 を付けて，動きを工夫 え，リズムに乗って や関連して高まる体

習しようとしている。 している。 ダイナミックに踊る 力を正しく理解して

（行動観察・学習カード） （技能観察） ことができる。 いる。

②仲間と関わりながら， ②練習や発表会の場面で， （技能観察） （行動観察・学習カード）

リズムに乗って全身で 仲間の良いところを見 ②動きを自由に組み合 ②リズムの特徴や発表

弾んで踊る楽しさを味 付けている。 わせて，仲間と関わ の仕方について，言

わおうとしている。 （行動観察・発言） りながら体幹部を中 ったり書き出したり

（行動観察） ③曲想やリズムの変化に 心に全身で踊ること している。

③仲間の個性やよい動き 対応し，動きを工夫し ができる。 （行動観察・学習カード）

などを認めようとして ている。 （技能観察） ③動きの名称や用語，

いる。 （技能観察・学習カード） ③互いの踊りを真似た 踊りの特徴や表現の

（行動観察・発言） り，交流したりしな 仕方について，言っ

④練習や発表会のなかで， がら楽しく踊ること たり書き出したりし

責任を持って自己の役 ができる。 ている。

割を果たそうとしてい （技能観察） （行動観察・学習カード）

る。 （行動観察）

⑤活動場所に気を配った

り，用具を大切に扱っ

たりして安全を確保し

ている。 （行動観察）

Ｇ-11



４ 授業展開及び指導・評価計画

創作ダンス［第１学年及び第２学年］

（１２時間計画）

過程 学習内容と活動 指導・支援（○）と評価（☆）

１ オリエンテーションを行う。 ○単元の目標やねらい，学習の進め方につ

・単元の目標，創作ダンスの特性を理解し，学習 いて理解させる。

の見通しや学習カードの記入方法について知る。

は 第 ダンスの特性を理解し，イメージを広げる

じ １

め 時 ２ ＤＶＤでダンスの動きを参考に，イメージを広 ○映像から，創作ダンスのイメージをふく

げる。 らませる。

３ 体ほぐしの運動を行う。 ☆【関・意・態】①

☆【知・理】②

ねらい①（教師主導 ～１時間の前半～）

多様なテーマから表したいイメージをとらえ，仲間と自由に関わって即興的に踊る

ねらい②（自分たちで再構成 ～１時間の後半～）

テーマに合ったイメージで仲間と 関わって変化をつけて，｢ひと流れの動き｣にして踊る

４ ２人組や円形コミュニケーションで準備運動を ○リズムを感じながら楽しい雰囲気で踊れ

行い，心と体をほぐす。（教師がリード） るようにする。

☆ 動きの例【＊資料１・２参照】 ○声を出すとリズムにのりやすくなること

を理解させる。

○相手とのコンタクトで心を解放させる。

第 ○多くの仲間と関わり合うために，ペアを

２ チェンジさせる。

な 時 ○場所を大きく移動することで，心を解放～

できるようにする。

か 第 ○曲や音などの効果を利用して，イメージ

10 をふくらませて踊れるようにする。

時

５ 身近な生活や日常動作から得る動きづくり ○テーマに合わせて，感じを込めてダイナ

（スポーツ，働く人々など） ミックに動くことができるようにする。

・表したい場面や動きをスローモーションの動き ○動きをくり返したり，大げさに表現する

で誇張したり，繰り返したりして表現する。 と，動きが広がることを理解させる。

対極の動き（走る-止まる，走る-跳ぶ-転がる）○動きを止めたり，スローモーションで動

・メリハリのある動き素早い動きをひと流れでダ いたりすると動きに変化が出ることを理

イナミックに動く。 解させる。

多様な感じ（激しい，急変する，柔らかいなど） ○創る－踊る－見るという学習過程で評価

・イメージをとらえて緩急のある動きを組み合わ し合い，学習を深めさせる。

せて表現する。

群の動き（集まる-飛び散る，エネルギー，対決）
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・仲間と関わり合いながらダイナミックな動きで

空間を変化させて表現する。

ものを使う（新聞紙，布，ゴムなど）

・多様な質感の動きを，なりきって踊る。

物を何かに見立ててイメージをふくらませて，

簡単なひとまとまりの動きで表現する。

①テーマにあった動きを，リーダーのまねをして

動く

②テーマにあった動きを，ペアで工夫しながら即 ☆【関・意・態】②③④

興的に動いて表現する。 ☆【思・判】 ①②③

③４人組になって，お互いの動きを見合い，動き ☆【技】 ①②③

のおもしろさやダイナミックさを発表し合う。 ☆【知・理】 ①③

ねらい③ 自分の好きなテーマを選択して踊る

６ 選択したテーマの動きを，｢はじめ-なか-おわり｣ ○初めから終わまでの流れを工夫し，メリ

第 のひとまとまりの構成にして変化を付けて踊る。 ハリのある動きを連続して踊ることがで

11 ・動きをくずし変化を加える。 きるようにする。

ま 時 ・始めと終わりのポーズを工夫する。 ○今までの学習の成果を発揮できるよう，

と

～

・イメージを大切になりきって踊る。 協力して参加できるようにさせる。

め 第 ○自己の学習を振り返り，良かった点や向

12 ７ まとめの交流会を行う。 上した点，反省点等を考えさせる。

時

８ 学習を振り返っての感想などを学習カードに記

入し，互いに評価する。 ☆【関・意・態】⑤

☆【思・判】 ④

９ 各自の学習カードをまとめる。 ☆【技】 ④

☆【知・理】 ④
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フォークダンス［第１学年及び第２学年］

（１２時間計画）

過程 学習内容と活動 指導・支援（○）と評価（☆）

１ オリエンテーションを行う。

・単元の目標を確認し，学習の見通しを持つ。 ○単元の目標やねらい，学習の進め方に

・フォークダンスの歴史や特性を知る。 ついて理解させる。

ダンスの特性を理解し，イメージを広げる

は 第 ２ 世界で踊られて入れるフォークダンスなどを紹介 ○仲間と踊って交流しながら，日本や国

じ １ し，イメージを広げる。 外の風土や風習，歴史などを理解させ

め 時 る。

３ 知っているフォークダンスを実際に踊ってみる。 ○みんなで踊って交流したりすることが

（マイム・マイムなど） 楽しいことを理解させる。

○男女のパートナーが自然に組めるよう

に工夫する。

☆【関・意・態】①

☆【知・理】 ②

ねらい① それぞれの特徴をとらえ，音楽に合わせて楽しく踊る

４ 伝統の踊りの由来を知る。 ○各国の踊りの由来について興味関心を

持たせる。

第 ５ 伝統の踊り覚えて，仲間と楽しく踊る。 ○踊りの背景を理解し，感じを込めて踊

２ ①マイムマイム ったり，かけ声や，互いに笑顔で踊る

な 時 ②コロブチカ ことができるようにさせる。～

③オクラホマミクサー ○それぞれの踊りを通して異文化，自文

か 第 ④ハーモニカ 化を体験できるようにする。

10 ⑤トトゥール ○特徴のあるステップやフォーメーショ

時 ⑥ドートレブスカポルカ ンに興味を持たせる。

⑦オスローワルツ

☆【関・意・態】②③⑤

☆【思・判】 ①②

☆【技】 ①②

☆【知・理】 ①③

ねらい② それぞれの特徴的なステップを身に付け，メドレーで踊りを楽しむ

第 ６ メドレーで踊りを楽しむ。 ○複数のステップのつなぎ方に興味を持

11 たせる。

ま 時 ７ 学習を振り返っての感想などを学習カードに記入 ○発表や仲間との交流の場面を振り返り，

と

～

し，互いに評価する。 互いの違いやよさを指摘し合えるよう

め 第 にさせる。

12 ８ 各自の学習カードをまとめる。

時 ☆【関・意・態】④

☆【思・判】 ③

☆【技】 ③

☆【知・理】 ④
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現代的なリズムのダンス［第１学年及び第２学年］

（１２時間計画）

過程 学習内容と活動 指導・支援（○）と評価（☆）

１ オリエンテーションを行う。 ○単元の目標やねらい，学習の進め方に
・単元の目標，現代的なリズムのダンスの特性を理 ついて理解させる。
解し，学習の見通しをもつ。学習カードの記入の
仕方，評価方法について知る。

は 第
じ １ ダンスの特性を理解し，イメージを広げる
め 時

２ ＤＶＤなどで実際のダンスの動きを見せ，イメー ○映像から，今までの自分の持つイメー
ジを広げる。 ジとの違いに気づかせる。

３ 体ほぐしの運動を行う。 ☆【関・意・態】①
☆【知・理】 ②

ねらい①（教師主導 ～１時間の前半～）
いろいろなリズムの特徴をとらえて，仲間と関わって即興的に自由に踊る

ねらい②（自分たちで再構成 ～１時間の後半～）
リズムの特徴を生かした動きで，仲間と関わって全身で楽しくに踊る

４ ２人組や円形コミュニケーションで準備運動を行 ○リズムを感じながら楽しい雰囲気で踊
い，心と体をほぐす。 【＊資料１・２参照】 れるようにする。

５ リズムにのって，教師のリードで自由に踊る。 ○リズムの特徴を知り，弾むように踊れ
第 ・１曲踊りきる 【＊資料３参照】 るようにする。
２ ・動きの基本（4つのくずし）を知る

な 時 ＜リズム・空間・身体・相手との関係を崩す＞～

か 第 ６ いろいろなリズムの特徴をとらえ，自分たちで再 ○それぞれの踊りの特徴をとらえ，乗り
10 構成して踊る 方を工夫して仲間と楽しく踊れるるよ
時 ・ロック（跳ねる感じで） うにする。

・サンバ（腰をスイングするように）
・ヒップホップ（縦ノリのリズムで）

☆【関・意・態】②③⑤
７ ペアで動きを工夫しながら踊る。 ☆【思・判】 ①②

☆【技】 ①②
８ ４人組になって，お互いの動きをまねしながら， ☆【知・理】 ①③
リズムの乗り方の違いを楽しむ。

ねらい③ 自分の好きなリズムを選択して動きを切らずに踊る

第 ９ 選択したリズムで，交流会に向けて練習を行う。 ○互いの動きを，指摘し合えるようにさ
11 せる。

ま 時 10 メドレーで参加型の交流会を行う。 ○全員が楽しめるような雰囲気作りに努
と

～

める。
め 第 11 学習を振り返っての感想などを学習カードに記入

12 し，互いに評価する。
時 ☆【関・意・態】④
12 各自の学習カードをまとめる。 ☆【思・判】 ③

☆【技】 ③
☆【知・理】 ④
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ダンス（領域内選択）［第３学年］

（２０時間計画）

過程 学習内容と活動 指導・支援（○）と評価（☆）

１ オリエンテーションを行う。 ○単元の目標やねらい，学習の進め方に

・単元の目標を確認し，学習の見通しを持つ。 ついて理解させる。

第

１ それぞれのダンスの特性を再確認し，イメージを

は 時 ふくらませる

じ

～

め 第 ○仲間と協力して，楽しく取り組めるよ

３ ２ 既習ダンスで楽しく踊る。 うにする。

時

☆【関・意・態】①

☆【知・理】 ②

ねらい① 自分の好きなダンスを選択し，動きに変化をつけて自由に踊る

＜創作ダンス＞を選択 ○選択したテーマにふさわしい動きの中

３ 表したいイメージや題材から，テーマを選ぶ で，一番表したい主要場面を大切にし

て踊るようにさせる。

４ テーマにふさわしい動きを，緩急強弱のある動き ○イメージにあった動きを工夫して踊る

第 や空間の使い方など，変化を付けた｢ひと流れの動 ことができるようにする。

４ き｣にする ○リズムの特徴を生かし，１曲を切らず

時 に踊れるようにする。～

５ 一番表現したい部分を強調した動きの構成にして

第 変化を付けて踊る。

15

時 ＜現代的なリズムのダンス＞を選択 ○仲間と関わりを，楽しむことができる

３ リズムに乗って対幹部を中心に全身で弾んで踊る ようにする。

４ リズムの特徴をとらえ，動きに変化を付けて踊る。○踊りの特徴を理解して，楽しく全身で

５ １曲を切らずに踊りきる。 踊ることができるようにする。

な ＜フォークダンス＞を選択 ☆【関・意・態】②③

３ 踊りの由来を知る。 ☆【思・判】 ①③

か ４ 特徴のあるステップを練習して踊る。 ☆【技】 ①

５ 踊りを覚えて，仲間と楽しく踊る。 ☆【知・理】 ①③

ねらい② イメージを深めた表現や，踊りを通した交流ができるようにする

＜創作ダンス＞ ○イメージを深めて表現できるように動

６ ひと流れの動きに変化をつけ，｢はじめ－なか－ きに変化をつけて踊ろうとしている。

第 おわり｣のひとまとまりの作品にする。 ○イメージにふさわしい表現ができるよ

16 うに協力して踊っている。

時 ７ イメージを深めて表現できるように，躍り込んで ○リズムの特徴をとらえ工夫して踊って～

仕上げる。 いる。

第 ○ステップの特徴をとらえて，練習方法

18 ＜現代的なリズムのダンス＞ を工夫して踊っている。

時 ６ リズムにのって仲間と関わって自由に踊る。

７ 変化とまとまりをつけて１曲の作品にして踊る。
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＜フォークダンス＞ ☆【関・意・態】④

６ 自分の好きなダンスを，仲間と交流しながら楽し ☆【思・判】 ②

く踊る。 ☆【技】 ②

☆【知・理】 ④

ねらい③ 自分が選択したダンスを交流会で発表する

第 ８ 自分が選択したダンスをワークショップ形式で教 ○仲間との関わりを大切に，踊りを教え

19 え合う。 合おうとしている。

ま 時

と

～

９ 参加型の交流会で，仲間と関わって楽しく踊る。 ○それぞれのダンスの特徴にふさわしい

め 第 動きで踊ろうとしている。

20 10 感想を発表し合い学習を深める。

時

11 自分の学習カードに記入しまとめをする。 ○学んだことを整理させる。

☆【関・意・態】⑤

☆【思・判】 ④

☆【技】 ③

Ｇ-17


	8tyuudannsu.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等



